
理科学習指導案         

与謝野町立加悦小学校 

指導者 室田 裕之  

支援員  

 

１ 対 象  第６学年１組（21 名） 

 

２ 日 時  令和４年６月 29 日 水曜日 第５校時 13：20～14：05 

 

３ 場 所  理科室  

 

４ 単元名   植物のつくりとはたらき／植物と水  

 

５ 単元について 

  植物において、その体のつくりとはたらきの理解を深めるため本単元を設定している。前単元「ヒ

トや動物の体」とのつながりを意識した学習を進めていくことで、動物と植物の共通点や相違点に

気付かせたいと考えた。そこで植物の光合成を導入として設定し、呼吸や植物と水との関係へと展

開していく流れを計画した。様々な実験・観察を通して、科学的な見方・考え方をもたせるだけで

なく、植物の生命活動を確かめることで生命を尊重する態度を育てていきたい。 

  ６年１組の中には理科への関心が高く、非常に知識が豊富な児童や生物に興味をもつ児童がいる。

その一方で苦手意識を持っている児童も見受けられる。また科学的な見方・考え方については、そ

れぞれの単元や実験では理解できるが、単元を横断した活用までには至っていないように思われる。 

  そこで本単元では、自分たちで育てた植物等、身近な植物を教材とし、学習を進めていく。その

中で比較や推論などの考え方を養う機会を意識して指導していきたい。 

 

６ 単元目標 

  植物の体のつくりとはたらきについて興味・関心をもち、根から取り入れられた水のゆくえや植

物と空気の関係、植物が養分をつくるはたらきについての学習を通して、植物に対する理解を深め

ていくとともに、植物が重要なはたらきをしているという考えをもつことができるようにする。 

 

７ 単元の評価規準                           

 

 

 

 

 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

・日光と葉のでんぷんについて，実験の目的に応じて

材料を用意し，正しく扱いながら調べている。 

・植物の葉に日光が当たると，でんぷんができること

を理解している。 

・気体検知管などを正しく使って，植物と空気の関係

を調べている。 

・根から吸い上げられた水はおもに葉から蒸散により

排出されることを理解している。 

・植物には，水や栄養分の通り道があることを調べ，

結果を適切に記録している。 

・日光と葉のでんぷんについ

て，実験の結果から考察する

中でより妥当な考えをつく

り出し，表現している。 

・葉まで運ばれた水がその後ど

うなるかについて予想や仮

説を発想し，表現している。 

・植物の体のつくりとはたらき

に進んでかかわり，粘り強

く，他者とかかわりながら考

えをまとめたり、調べようと

している。 

・植物の体のつくりとはたらき

について学んだことを学習

や生活に生かそうとしてい

る。 



８ 学習内容の関連と系統 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 単元指導計画（全８時間） 

次 時 
指導

内容 
学習活動 指導上の留意点 

評価規準 

（評価の観点） 

〈評価方法〉 

単

元

導

入 

１ 

課題

設定 

 

〇単元のめあてと課題を理

解する。 

 

〇学習計画を立てる。 

 

 

・前単元「ヒトや動物の体」

と関連させながら学習計

画を立てさせる。 

・今までの学習や生活経験

から植物のつくりを予想

させる。 

・植物の体のつくりとはたらきに

ついて進んで調べようとしてい

る。 

（主体的に学習に取り組む態度）

〈行動観察、記録〉 

 

第

一

次 

２ 

 

３ 

植物

と養

分 

〇日光と植物の育ち方の関

係を考える。 

 

〇植物の葉に日光が当たる

と、でんぷんができること

を実験により確かめる。 

・５年時のインゲンマメを

用いた実験を想起させる。 

 

・予想を行い、実験結果か

らどのようなことが考え

られるか話し合わせる機

会をもつ。 

・日光と葉のでんぷんについ 

て、実験の目的に応じて材料を 

用意し、正しく扱いながら調べ 

ている。 

（知識・技能）〈行動観察、記録〉 

・日光と葉のでんぷんについ 

て、実験の結果から考察する中 

で、より妥当な考えをつくり出 

し表現している。 

（思考・判断・表現）〈記録〉 

第

二

次 

４ 

 

５ 

植物

と空

気 

〇植物に袋をかぶせて、気

体の出入りを確かめる。 

 

〇植物の体にある水のゆく

えを実験により確かめる。 

・気体検知管の使い方を復

習し、正しく使用させる。 

 

・気孔の観察や比較実験に

ついても取り扱う。 

・気体検知管などを正しく使っ 

て、植物と空気の関係を調べて 

いる。 

（知識・技能）〈行動観察〉 

・葉まで運ばれた水がその後どう

なるかについて予想や仮説を発

想し、表現している。 

（思考・判断・表現）〈記録〉 

３年 

２ たねをまこう ほか 

 

４年 

１ 春の生き物 ほか 

 

５年  

１ 植物の発芽と成長 

４ 花から実へ ほか 

 

６年 

３ 植物のつくりとはたらき 

６年 

４ 生物どうしのつながり 

中学校 第２学年 

⒊生物の体のつくりと働き 

 ア（イ）植物の体のつくりと働き 

   ㋐ 葉・茎・根のつくりと働き 

    植物の葉、茎、根のつくりについての観察 

を行い、それらのつくりと光合成、呼吸、 

蒸散の働きに関する実験の結果とを関係付 

けて理解すること。 



第

三

次 

６ (

本
時)

 
 

７ 

植物

と水 

〇身近な植物の断面を観察

し、体のつくりを考える。 

 

 

〇水や栄養を運ぶつくりを

確かめる。 

・グループの中で観察結果

を交流し、植物の体のつく

りについて仮説を立てさ

せる機会をもつ。 

・色水を植物に吸わせ、道

管について説明する。 

・植物の体のつくりとはたらきに

進んでかかわり、粘り強く、他者

とかかわりながら考えをまとめ

たり、調べようとしたりしてい

る。 

（主体的に学習に取り組む態度）

〈行動観察、記録〉 

・植物には、水や栄養分の通り道

があることを調べ、結果を適切に

記録している。 

（知識・技能）〈記録〉 

第

四

次 

８ 

学習

のま

とめ 

〇植物の成長と日光や水の

関係をまとめ、これまでの

学習を振り返る。 

 

・光合成と呼吸のはたらき

を中心に、今までの学習を

まとめさせる。 

・植物の体のつくりとはたらきに

ついて学んだことを学習や生活

に生かそうとしている。（主体的

に学習に取り組む態度）〈記録〉 

・植物の基本的なつくりやしくみ

について理解している。 

(知識・技能)〈ペーパーテスト、

記録〉 

・植物の体の中での水の役割と、

日光と養分のでき方について考

えることができる。 

(思考・判断・表現)〈ペーパーテ

スト、記録〉 

 



10 本時の目標 

 ・身近な植物の体のつくりを調べ、他者とかかわりながら植物のしくみについて考えようとしてい

る。（主体的に学習に取り組む態度） 

 

11 本時の展開（６／８） 

過

程 

指導内容 学習活動 指導 

形態 

指導上の留意点 

(支援員の動き) 

教材・ 

教具 

評価 

(評価観点) 

＜評価方法＞ 

導
入 

５
分 

 

教材の説

明 

 

 

 

 

 

めあての

確認 

〇観察に使う教材を確認

する。 

 

 

 

 

 

○本時の学習の流れとめ

あてを確認する。 

一斉 

 

 

 

 

 

 

一斉 

〇観察に使う教材(野菜、 

果物)を紹介し、植物に関 

心を持たせる。 

〇断面を観察すること 

で、植物のからだのつく 

りを考えることを伝え 

る。 

〇学習の見通しをもたせ 

る。 

 

 

野菜 

果物 

ハサミ 

 

展
開
１ 

２
５
分 

観察 

【植物の

断面の観

察】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察結果

の交流 

 

 

 

 

〇観察方法、ワークシー

トのまとめ方について確

認する。 

 

〇班ごとに観察する植物

を決める。（一人一種類選

ぶ） 

 

〇植物の断面を観察し、

植物のつくりやしくみに

ついて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ワークシートの内容を

班毎に交流する。 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

グ ル

ー

プ 

 

個人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グ ル

ープ 

 

 

 

〇班の中で観察物が重な

らないように決めさせ

る。 

 

〇児童が観察したい植物

があるように充分な数の

植物を準備しておく。 

 

（ハサミで切る際のケガ

に充分注意するように机

間指導する。） 

〇スケッチをしながら、

断面にはどんなつくりが

あるか調べさせる。 

〇見つけたつくりが何の

ためにあるのか考えさせ

る。 

〇維管束だけでなく、種

子など様々なつくりに気

付かせる支援を行う。 

（班の交流が行えていな

い場合は促す。） 

〇スケッチカードをもと

に共通したつくりを見い

出させる。 

〇スケッチや班の考えを

ホワイトボードにまとめ

る。 

野菜 

果物 

ハサミ 

ルーペ 

観察レ

ポート 

スケッ

チカー

ド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホワイ

トボー

ド 

 

 

 

・植物の体のつく

りを調べ、他者と

かかわりながら植

物のしくみを考え

る。（主体的に学習

に取り組む態度） 

<行動観察・記録> 

 

 

 

 

・班での活動を通

して、植物の断面

には水や栄養分を

運ぶつくりやしく

みがあることを複

数の植物から見い

出している。 

 

 

 

・机間指導の中で

観察の視点を伝え

る。 

・班での意見交流

の中で気付きを促

す。 

 

めあて 植物の体のつくりやしくみについて考えをもとう。 

 

努力を要する状況

への手立て 

「十分満足できる」と

判断される状況 

https://www.kyoto-be.ne.jp/ed-center/cms/wp-content/uploads/2024/02/０１学習指導案01.pdf


展
開
２ 

１
０
分 

１ 

              

展
開 

２ 

    

仮説を立

てる 

 

 

 

 

 

 

〇班ごとにホワイトボー

ドにまとめ、発表する。 

 

 

 

〇発表の内容から仮説を

立てる。 

 

 

 

 

 

〇仮説を確かめるための

実験方法を考える。 

一斉 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

一斉 

〇「見つけたつくり」と

「何のためにあるか」の

２点を発表する。 

〇ホワイトボードをモニ

ターに映す。 

〇発表で出た意見をまと

めていく際に、多く出る

意見を仮説としてまとめ

る。 

〇発表後、ホワイトボー

ドを黒板に張り付ける。 

〇自分たちの仮説を確か

めるための方法に気付か

せる。 

  

振
り
返
り 

５
分 

本時の振

り返りと

次時への

見通し 

〇本時の振り返りをし、

次時への見通しをもつ。 

 〇振り返りシートに考え

が変わったこと等を記入

させる 

 

〇次回、発表の中で出た

実験を使って仮説の検証

を行うことを伝える。 

振り返

りシー

ト 

 

 

 

仮説：茎の中に見られる筋が、水や

栄養分の通り道になっているので

はないか。 




